










 

研究目的:乳児自身のもつ個人差と環境との複雑な相互作用により乳児は発育・発達してい

く。従って,乳児の発達に関連する複数の現象を表1に示すような評価法を用いて評価し,

それらの相互関係を多変量解析などを用いて解析し,乳児期における望ましい養育のあり

方を模索した。 


